半纏管理方法と目的
（1） 半纏保管スペースの確保
方法：現在関原倉庫で確保されている半纏ボックススペースを整理し使用する。
目的：新規保管場所の確保による経費捻出を防ぐ。所在が明確になる。
（2） 半纏収納ボックスを活用した保管
方法：収納ボックスに仕舞う際に半纏ナンバーを整理し保管する。
目的：虫食い、ほこり等を防ぐ。使用時の枚数管理が容易に確実に行える。
（3） 半纏ナンバーによる管理
方保：半纏にナンバータグをつける。
目的：貸出、返却の際に半纏ナンバーと照合することで、未返却、紛失を防ぐ。
（4） 使用申請許可書
内容：事務局長、または事務員に使用枚数、ナンバー、期間を事前に申請し許可を

　　　得た後に使用する。使用後も申請をする。　　　　　　　　
目的：申請することで所在が明確になり、紛失トラブルを未然に防ぐ。
（5） クリーニング返却の徹底
内容：借りた時は必ずクリーニングをしてから返却する。
目的：大切に扱うことで半纏の劣化を防ぎ、次回使用時にスムーズに使用できる。
　　　第三者（クリーニング業者）の関与で気付き難い不都合を発見でき対処でき　　　　

　　　る。

宵宮事業一般参加者半纏貸出、返却方法
　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


・申し込みごとに受付場所を分けて対応する。
1． 団体　２．個人（あ行～さ行）　３．（た行～は行）　４．（ま行～わ行）
【貸出方法】
1 受付（参加費、領収書）の終わった一般参加者へ、事前に１～２６０の番号を書いた透明または乳白色のポリ袋の中に、数字とリンクした半纏、帯を入れたものを渡す。
2 渡したポリ袋番号を参加者リスト番号欄に記入。

3 荷物のある方は、その荷物を半纏、帯を取りだして空になったポリ袋に入れて、着替えが済んだら荷物預かり場にお持ちくださいと伝え、着替え場所を看板で示す。
※荷物が無くポリ袋を必要としない方からはポリ袋は回収する。
④　荷物預かり場に持ち込まれた荷物は、長机裏スペースに一時仮置きする。

　　※ある程度番号順に並べたいが、当日の忙しさは半端ないので仮置きとする。

⑤　受付も落ち着き余裕が出てきた時点で、番号順に預かり荷物を並べる。
【返却方法】
1 受付をした１～４の場所にハンドマイクを用いて誘導し、荷物を預けてポリ袋を持っている方は目視で番号を確認し名前を聞いて合致したら、荷物を渡し参加者リストの返却チェック欄にチェックして完了。

荷物を預けてない方には名前を聞き、間違えなければ荷物を渡し参加者リストの返却チェック欄にチェックして完了。
②　出入口にはおまつりメンバーを２～３名配位し、半纏の持ち出しがないよう管理を徹底する。
※おまつりメンバーは常に半纏、帯を指定の場所に返却するよう一般参加者に呼び掛け周知させ、一般参加者にも管理に協力してもらう雰囲気をつくる。
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